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（ダブルベンディング胆道鏡を使用した新規トレーニングモデルの検討） 
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論文要旨： 

近年、細径内視鏡を直接胆管に挿入する直接経口胆道鏡（D-PVCS）は胆道疾患の診断および治療に有用

である。ダブルベンディング経口胆道鏡（DBD-PVCS）を用いて、新しいトレーニングモデルの有用性に

ついて検討した。方法、このトレーニングモデルは、食道から十二指腸下行脚乳頭部までポリウレタン

により作製した。乳頭部には 10cm 長径の胆管が連続している。2名のエキスパートと 9 名のビギナー内

視鏡医が担当した。肝門部胆管までの到達の有無をアウトカムとした。結果、エキスパートの 2 名は

DBD-PVCS をフリーハンド下で肝門部への到達が可能であった。ビギナー内視鏡医では、トレーニング前

はわずか 2名（22.2％）のみ肝門部までの到達率であったが、モデルを用いたトレーニング後には 9名

全員（100％）が肝門部までの到達が可能であった。今回の検討ではこの DBD-PVCS を使ったトレーニン

グモデルは実際の症例を行う前の D-PVCS のトレーニングに役立つ可能性が示唆された。 

 

審査過程： 

１、 研究の意義や現状に関した明瞭で適切な説明がなされた。 

２、 本研究に用いた検査方法に関して質問がなされ、的確な回答が得られた。 

３、 結果ならびにその解釈について質問がなされ、明瞭な説明がなされた。 

４、 直接経口胆道鏡の現状に関して適切な説明がなされた。 

５、 臨床背景について質問がなされ、的確な回答が得られた。 

６、 今回の結果を踏まえた今後の研究や応用について質問がなされ、適切な回答が得られた。 

 

価値判定： 

 消化器内視鏡領域においての内視鏡機器の進歩は目覚ましいものがある。これまで造影剤を用いて診

断を行ってきた胆道系領域においても、内視鏡の有用性が注目されている。しかしながら胆道系疾患を

扱う施設が限られており、その教育・指導の重要性が増している。今回の経口胆道内視鏡の新しいトレ

ーニングモデルを用いることにより、ビギナー内視鏡医のスキルアップにつながった。今後この経口胆

道内視鏡をさらに広く普及させる上で本トレーニングモデルの作成・検討の有用性は高く、学位論文と

しての価値を認めた。 

 


